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はじめに

　独立行政法人国立特殊教育総合研究所 ( 以下、当研究所 ) では、平成 14 年

度～ 15 年度のプロジェクト研究の一環として「弱視児の視覚特性を踏まえた

拡大教材に関する調査研究－弱視用拡大教材作成に関する開発及び支援につ

いて－」に取り組んできました。

　本研究は、弱視児に見やすい拡大教材の作成に関する調査・開発研究であり、

特に弱視用拡大教科書の編集・開発を中心に進めてきました。この研究の一環

として、全国の盲学校で採択されている小・中学校用の社会・理科の検定教科

書を原本とした、弱視用の拡大教材、いわゆる「拡大教科書」を編集・作成し

てきました。

　視覚に障害のある弱視児童生徒の教育に当たっては、児童生徒一人一人の見

え方の違いを教育的観点から評価するとともに、その見え方に適合した教材の

提供や教具をどのように活用するかが重要であるといえます。その中心的役割

を担うのが「拡大教科書」であるといえます。弱視児童生徒にとって、供与さ

れる通常の検定教科書では、文字や図版などが小さすぎて見えにくいことがあ

り、これまで拡大コピーを活用したり、拡大写本ボランティア等の協力で、教

科書を拡大写本するなどしてきていました。拡大コピーの活用は、必要とされ

る大きさに拡大すると、文字の拡大のみならず、文字間・行間等も同率で拡大

されるため、弱視児童生徒にとって決して見やすいとものとはいい難く、また、

２倍に拡大すると面積では４倍にもなり、持ち運びにも不便となります。この

ため、拡大写本ボランティアによる教科書の拡大が行われてきました。これら

の「拡大教科書」を活用して効果を上げた現場教育関係者から、全国規模で活

用することができる「拡大教科書」の出版を望む声が出てきて、これまでに、

国語、算数・数学等が出版されました。

　当研究所では、平成 14・15 年度の２か年にわたって前述のプロジェクト研

究を実施し、その一環として、コンピュータの活用による社会・理科の「拡大

教科書」の開発研究を行ないました。開発研究の対象としたのは、全国の盲

学校で採択されている社会と理科の検定教科書で、平成 14年度には、小学校

の社会 (3・4年生用 )、理科 (5 年生用 )、中学校の社会 ( 地理 )、理科 ( 第一分

野 ) について作成し、平成 15 年度から盲学校や小・中学校特殊学級において

107 条図書として無償給与されています。平成 15 年度は、残りの小学校の社

会（5年、6年生用 )、理科 (3 年、4年、6年生用 )、中学校の社会 ( 歴史、公

民 )、理科 ( 第二分野 ) について作成しました。これらは、盲学校等の教育現場

の教員、指導主事、大学等関係者、全国拡大教材製作協議会、コンピュータソ

フト会社等の協力を得て行ったもので、検定教科書と同様のオールカラーによ



る弱視用の「拡大教科書」を編集・作成することができました。

　この「拡大教科書」の編集・作成に当たっては、従前に刊行されている、国語、

算数・数学の「拡大教科書」のノウハウを引き継ぎながら、さらに見やすく、

分かりやすいものにすることを目指しました。したがって本報告書の「拡大教

科書」作成マニュアル（拡大教科書作成へのアプローチ）に提示されている内

容は、国語、算数・数学などの他の教科についても十分応用できるものであり

ます。

　本書は、本調査研究の中で、明らかになった「拡大教科書」作成のノウハウ

について、研究報告書「拡大教科書」作成マニュアル（拡大教科書作成へのア

プローチ）としてまとめたものです。本研究所では、さらに、本書に対して弱

視教育に携わる教育関係者や教科書拡大ボランティアの方々それぞれの観点

から、ご意見をいただき、改善を加えることとしています。

平成 16年 3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　視覚障害教育研究部長

千 田  耕 基
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